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左車線と右車線、あなたはどちらを走りますか ?
自動車を運転していると、混雑している幹線道路など

で車線変更を繰り返している車をたまに見ます。急いで

いるのでしょうけれど、目的地に着く時間はそんなに変わ

らなかったりしますよね。ご苦労なことで…なんて思って

しまいます。

確かに右の車線が速く流れているのであれば、みんな

右車線を走ろうとするかもしれません。仮に多くのドラ

イバーが右の車線に移動すると、その車線は混雑し始め、

もとにいた左の車線の流れのほうが逆に空いてくるで

しょう。そうすれば今度は、逆に右から左に変更する自

動車が出てきて、結局は両方の車線で同じくらいの混雑

になるように落ち着きます。このことを見越して、どちら
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の車線も同じくらいの混雑になるはず…と考えて、車線

変更せずにそのまま走るというのもありです。

しかし、そんなドライバーばかり左車線を走っていた

らどうでしょうか。右車線が空いていそうでも車線変更

する自動車がないわけですから、左車線は混雑したまま

です。ですから、ある程度車線変更してくれるドライバー

がいるからこそ、頑固に同じ車線を走っていても、どちら

かの車線が極端に時間がかかったりすることはない、と

いえるのかもしれません。

1 パック 150 円の牛乳が買えるのは誰のおかげ ?
経済学では、つりあいが保たれている状態を「均衡」

といいます。左右の車線の混雑度が同じくらいになる状

態を「混雑度が均衡している」といってもいいかもしれ

ません。経済学で分析の対象となるのは、第一にモノの

価格です。モノの価格が均衡するというのは、同じよう

な条件であれば同じような価格で売買されているような

状態です。

つまり、地域内にある2つのスーパーで、同じ商品がまっ

たく異なる価格で売られているならば、それは均衡して

いるとはいえません。商品の価格が均衡するのは、安い

方の店で買おうとする人々がいるからです。高い価格の

店はお客さんが来なくなってしまいますから、価格を下

げなければ倒産してしまいます。どこのスーパーでも値

段なんてそう変わらないだろうと考えている人が、ふら

ふらと買い物に行って法外に高い代金を支払わないで済



むのは、毎日広告をチェックして安い商品を買うように心

がけている人々のおかげ、といえるかもしれません。

いつでも均衡状態ならば、スーパーの広告を研究しな

くてもそう損をすることもないし、車線変更せずに走って

いてもそう時間がかかるわけでもないので、気楽なもの

です。

しかし残念ながら、無条件に「均衡」状態になるとい

うわけにはいきません。道路の先の方で工事をしていて、

通過するのに時間がかかるとしたらどうでしょうか。その

ことをドライバーが知っていれば、多くは抜け道を探そ

うとするでしょう。仮にすべてのドライバーが「工事をし

ている」という情報を持っていれば、すぐにでも均衡状

態になるはずです。しかし一部のドライバーしかその情

報を持っていなかったとすると、どうでしょうか。つまり、

多くのドライバーは「たまたま少し混んでいるのだろう」

と考えて他の道路に移動しなかったとすれば、当然混雑

します。「次の交差点から流れるだろう」という予想がは

ずれ続けて、結局抜け道に出ずじまいだった、なんてこ

とはよくあります。みんながその情報を持つようになるま

で、どの道でもほぼ同じ混雑度に、とはならないでしょう。

「情報は宝」というけれど
ところで、「工事をしている」という情報を持っている

一部のドライバーについて考えてみましょう。彼らは当

然抜け道を通るわけですから、早くパスできます。多く

のドライバーが情報を持つようになると抜け道が混んで
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きますから、自分たちのみが情報を持っているのは大き

なメリットです。渋滞にはまっている、情報を持たないド

ライバーから見れば、腹立たしい存在に映るかもしれな

いですね。

いずれにせよ、情報を持っていることによって得をす

ることができます。では、情報を持たないドライバーは

損をしているのでしょうか。確かに損をしているような気

がします。情報を持っていた場合に比べれば、不幸な状

態であるのは間違いありません。でも、知らなかったこと

はしょうがないじゃないですか。むしろ一部の情報を持っ

ていたドライバーのおかげで、情報を持たずに渋滞には

まっているドライバーは少し得をしています。その情報

を持つ一部のドライバーが抜け道に行ったおかげで、あ

なたのいる道路の交通量は少し減っているはずですから。

情報が行き届いていない世界では、安く売っている所

と、それよりも高く買ってくれる所の情報を持っている人

が儲けることができます。あなたがその情報を持ってい

る人ならば、取引をして儲けを出せばよいでしょう。ただ、

自分はそのような情報を持っていないし、そんな環境に

ないと嘆いたり、情報を持っている人を目の敵にしたりす

る人もいるかもしれません。

でも考えてみてください。儲けた人がいるからといっ

て、あなたが損をしているわけでもないし、むしろ回りま

わって、あなたも少し得をしていることもあります。

経済学を学べば、何かが見えてくるかもしれません。


